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n 進捗 研究内容 進捗状況
部位差・個⼈差・男⼥差・姿勢の違い・別⽇再現性・周波数範囲・聞き⽅・波形・左右差・計測位置の選定 ○
加速度計による校正（現振幅は，ソフトウェアの出⼒値であり，アンプのゲインを含めて，実加速度に変換する．） ✕
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• ⽇差︓56.7%差なし
• 振幅を調整する際の表現︓「振動が分かる」最⼩値
• 波形︓サイン波
• 周波数範囲（基準）︓50Hz~130Hz
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n まとめ
今回は、実験1の予備実験を⾏った．今後は，本実験に進む予定である．

レベル 名称
0 運転⾃動化なし
1 運転⽀援
2 部分運転⾃動化

3 条件付き
運転⾃動化

4 ⾼度運転⾃動化
5 完全運転⾃動化

⾃動運転レベル（SAE）

n 実験１︓振動刺激感度分布の計測により，覚醒刺激として効率の良い条件を求める．
l 予備実験︓計測位置の選定，実験条件の検討のため．
• 被験者︓⼤学⽣男⼥7⼈（⾝⻑約169±9.2cm, 体重約58±7.9kg）
• 姿勢︓腹臥位，座位（臀部のみ）
• 周波数範囲︓60~130Hz（場合によっては範囲を広げる）
• ⽅法︓ボイスコイル型振動⼦を⽤いて，実験参加者に，⾝体背⾯側に⼀定周波数の振動刺激を

与えた状態で，振幅を「振動を感じる」最⼩値となるように調整させる．（数値は⾒えない状態で）
• 計測位置︓下図の⓪〜㊴

l 実験結果︓周波数と最⼩振幅で⽐較（a〜g︓参加者）※±10Hzかつ±5dBを差がないとみなす

n 背景
⾃動運転レベル４以下[1]では，運転者は⾃動運転から⼿動運転への引き継ぎ時に覚醒しなければならない．

n ⽬的
覚醒度低下状態など運転者状態が検出できるようになった場合に，
シート振動を⽤いて、運転者を効率よく覚醒させる刺激を導出する．

Hz dB
最⼩値 60 -52

⾼感度

低感度

最⼩値

【振動刺激に対する感度の定義[2]】

n 実験２︓覚醒振動刺激としての効果検証実験（今後の課題）

※本実験では，計測点位置は
⾻格に合わせて定義する．

Product Ergonomics Design Laboratory

計測値例

⾼感度な範囲が狭い ⾼感度な範囲が広い 感度ピークが複数あり


